



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































花脊別所の民家︱﹂ ︵ ﹃史窗﹄一三号、一九五八年︶ 、田中幸江﹁古刹歴




































常盤三寂については、岩橋小弥太﹁常磐の三寂﹂ ︵ ﹃国学院雑誌﹄五九ノ四、一九五八年︶ 、玉井幸助﹁大原の三寂と三人
の姉妹﹂ ︵ ﹃学苑﹄二二一、一九五八年︶ 、武田容子﹁常磐三寂についての一考察﹂ ︵ ﹃立教大学日本文学﹄二三、一九七〇年︶ 、井上宗雄﹁常盤三寂年譜考︱付範玄・三河内侍・隆信略年譜︱﹂ ︵同氏﹃平安後期歌人伝の研究﹄ 、笠間書院、一九七八年︶ 、鈴木左内﹁藤原為忠の事歴とその子常盤の三寂の出家をめぐって ﹃智山学報﹄三七、一九八八年︶を参照。
︵
31︶　﹃中右記﹄長承元年正月二十日条に﹁伊豆守藤原為業
蔵人﹂とみえる。
︵
32︶　
治承四年︵一一八〇︶から寿永二年︵一一八三︶までのものとされる﹁一品経懐紙﹂ ︵国宝・京都国立博物館蔵︶に法師品・
述懐の二首を遺している。
︵
33︶　﹃長秋記﹄大治四年七月七日条に﹁女房なつとも
為忠妻
、いはひを
宇賀茂女御主重助女也、
　︵○清茂按伊波比乎者、賀茂神号賀茂女御、亦見続世継
両院、資遠
大夫尉
、資盛
安芸守
等許、候臥内
奉助起居﹂とみえる。
︵
34︶　﹃兵範記﹄保元三年正月六日条に﹁
従五位上　　　　
藤為業
従下一　　　
﹂とあり、同月三十日条に﹁対馬守藤原為業
蔵人﹂とある。
︵
35︶　
永万二年八月二十七日に﹁仁安﹂と改元している。
︵
36︶　﹃撰集抄﹄第五﹁近衛院之三位発心ノ事﹂ 。
 
︵本学教授
　
日本古代史︶
 
︿キーワード﹀五輪塔、久多、峰定寺
